
5月26日（水）14：00から日 時

会 場

医学講座 参加無料参加無料

さがみ野中央病院 １階 会議室

アクセス

お問合せ
さがみ野中央病院
☎046-233-5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20

さがみ野駅南口から徒歩５分､
相模大塚駅南口から徒歩8分

大和厚木バイパス
相模
大塚駅

さがみ野駅

さがみ野中央病院

南口

厚
木
街
道

40
マルエツ

東柏ヶ谷
相模大塚

相鉄線

246

ご存知ですか？ 胃カメラで分かる病気と治療
　食道、胃、十二指腸、胆管で多い疾患
を紹介し、病態に対する上部内視鏡（いわ
ゆる「胃カメラ」）を用いた検査と治療に
ついて、実際の症例を画像で示しなが
ら、わかりやすく説明します。

講 

師

完全予約制・定員１５名で開催
します。参加のご希望は、
必ず当院へお電話ください。

三密対策を講じて開催！

さがみ野中央病院
診療部長  消化器内科

反町 仁一 医師

大和成和病院
☎046-２７８-３855
神奈川県大和市南林間9-8-2

お問合せ

総務課
直通( (

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

事前に視聴方法をご確認ください

インターネット動画で
講座が視聴できます。
視聴方法は、
事前にQRコードから
当院のホームページを
ご覧ください。

　大動脈弁狭窄症という弁の病気があり
ます。現在、カテーテルを使って治療がで
きるようになり、当院はその治療法である
「TAVI」（タビ）を実施している県下でも
有数の病院です。担当医がTAVIをわか
りやすく解説します。是非ご視聴ください。

ＴＡＶＩってどんな治療法？

オンライン医学講座 参加無料参加無料

５月26日（水）14：00から
会 場

日 時

インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

大和成和病院
弁膜症カテーテル治療部長

浦部 晶博 医師

当
番
病
院
を
お
す
す
め
す
る
ケ
ー

ス
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、当
院
で
は
、

可
能
な
範
囲
で
24
時
間
体
制
で
救

急
患
者
さ
ま
を
お
受
け
す
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
小
熊
先
生
の
担
当
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
私
の
専
門
は
循
環
器
内
科
で

す
の
で
、
当
院
で
は
、
高
血
圧
症
、

心
不
全
、
不
整
脈
な
ど
の
循
環
器

疾
患
を
中
心
と
し
て
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
医
療
の
た

め
に
、
外
来
で
は
、
糖
尿
病
、
脂

質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

治
療
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
対
策
の
責
任
者
で

も
あ
る
の
で
、
地
域
の
感
染
症
情

報
を
収
集
し
て
、
院
内
の
感
染
防

止
に
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま
す
」。

　
︱
︱
︱
お
話
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

同
院
☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０

医
療
相
談
室
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
相
談
員
）
を
中
心
に
、
適

切
な
救
急
対
応
に
努
め
て
お
り
ま

す
」

　
︱
︱
︱
救
急
の
対
応
を
行
な
っ

て
い
る
の
は
、
な
ぜ
で
す
か
？

　
「
当
院
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
健
康
な
生
活
を
お
過

ご
し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
急
性

期
病
院
と
し
て
の
役
割
も
果
た
す

こ
と
を
大
切
に
考
え
て
お
り
ま

す
。
当
地
域
の
救
急
医
療
は
、『
輪

番
制
』
を
と
っ
て
お
り
、
夜
間
や

休
日
な
ど
、
担
当
医
・
当
直
医
の

専
門
に
よ
っ
て
は
、
一
部
、
早
期

の
専
門
的
治
療
が
求
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
で
は
、
専
門
病
院
や
救
急

　
「
当
院
は
、
海
老
名
市
の
中
で

も
特
に
人
口
が
密
集
し
た
東
柏
ヶ

谷
地
区
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
そ

の
立
地
か
ら
、
座
間
市
、
綾
瀬
市
、

大
和
市
に
も
隣
接
し
、
幅
広
い
地

域
の
患
者
さ
ま
が
外
来
を
受
診
さ

れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
当
院
で
は
、

各
医
師
会
を
通
じ
た
病
診
連
携
の

も
と
で
、
急
患
の
お
受
け
入
れ
を

積
極
的
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
施
設
に
ご
入

居
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
も
、

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
の
小
熊
利
明
副
院
長（
内
科
）

か
ら
、
県
央
地
域
の
受
診
傾
向
や
、
同
院
の
救
急
対

応
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
〈
取
材
協
力
〉

傷病分類別医科診療医療費
厚労省「国民医療費の概況（2018年度）」

各割合は値を
四捨五入で表示［  　　　］

19.3％

14.4％
43.0％

8.0％

7.4％
7.8％

循環器系の疾患

呼吸器系
の疾患

その他

筋骨格系および
結合組織の疾患

損傷、中毒および
その他の外因の影響

新生物
（腫瘍）

療
時
期
を
逃
し
、
大
病
に
至
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
血
圧

の
数
値
を
指
摘
さ
れ
た
時
点
で
、

前
向
き
に
受
診
を
し
て
い
た
ら
、

服
薬
だ
け
で
す
ん
で
い
た
も
の

が
、
心
臓
や
脳
の
血
管
の
破
裂
や

詰
ま
り
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
命

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
命
を
取
り
と
め
て

も
、
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
り
、

家
族
の
介
護
が
必
要
に
な
り
、
医

療
費
が
か
さ
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。必
要
な
受
診
と
治
療
は
、し
っ

か
り
と
受
け
ま
し
ょ
う
。
自
分
の

行
動
一
つ
で
、
将
来
を
変
え
ら
れ

る
の
で
す
。

　

血
圧
や
血
糖
値
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
は
、
数
値
が
高
く
な
っ
て

い
て
も
、
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
で
、
自
分
で
は
ほ
ぼ
気
付

き
ま
せ
ん
。
何
か
の
機
会
に
検
査

し
た
ら
、
糖
尿
病
で
血
管
が
傷
つ

い
て
い
て
、
失
明
や
人
工
透
析
治

療
の
危
機
が
迫
っ
て
い

た
と
い
う
の
が
、
日
本

人
の
傾
向
な
の
で
す
。

　

介
護
・
医
療
費
の
高
騰

　

健
康
診
断
や
再
検
査
、

定
期
診
察
を
放
っ
て
お

き
、
適
切
な
治
療
を
受

け
な
い
で
い
る
と
、
小

さ
な
病
気
と
し
て
の
治

　

日
本
人
の
寿
命
は
、
世
界
一
を

誇
る
も
の
で
す
が
、
実
際
に
は
、

健
康
診
断
や
、
適
切
な
時
期
の
治

療
を
受
け
ず
、
体
調
が
悪
化
し
て

か
ら
病
院
へ
行
き
、
多
く
の
薬
や

大
手
術
で
や
っ
と
“
生
き
な
が
ら

え
て
い
る
”
人
が
多
く
い
ま
す
。

 

急
患
か
ら
定
期
診
察
ま
で

  

　
　
地
域
に
寄
り
添
っ
た
医
療
を
提
供

さがみ野
中央病院

「
健
康
維
持
」は
家
族
を
思
う
気
持
ち
の
表
れ

さがみ野中央病院
内科

小熊 利明 副院長

　

心
臓
の
弁
膜
疾
患
や
心
筋
症
を
抱
え
て
い
た
り
、
先
天
性
の
心
疾
患
が
あ
る
人

は
、
虫
歯
の
治
療
な
ど
か
ら
、
血
流
に
菌
が
存
在
す
る
状
態
と
な
り
、
心
不
全
症

状
を
起
こ
す
「
感
染
性
心
内
膜
炎
」
を
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
病
を
専
門
的
に
扱
っ
て
い
る
大
和
成
和
病
院
（
神
奈
川
県
大
和
市
南
林
間

９
の
８
の
２
）
で
、
心
臓
血
管
外
科
を
担
当
し
て
い
る
辻
麻
衣
子
医
師
に
、「
感

染
性
心
内
膜
炎
」
の
予
防
に
つ
い
て
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　

虫
歯
を
防
ぎ
、
口
の
清
潔
を
保

つ
こ
と
は
、
体
の
全
体
的
な
健
康

に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
歯
周
病
が

重
篤
な
病
気
を
引
き
起
こ
す
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
虫
歯
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
発
症
す
る

心
臓
の
病
気「
感
染
性
心
内
膜
炎
」

も
あ
り
ま
す
。

　
︱
︱
︱
感
染
性
心
内
膜
炎
と
い

う
病
気
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
か

か
り
や
す
い
の
で
す
か
？

　
（
辻
医
師
）「
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
リ

ス
ク
群
と
い
わ
れ
る
グ
ル
ー
プ

は
、
人
工
弁
術
後
の
方
／
感
染
性

心
内
膜
炎
の
既
往
が
あ
る
方
／

先
天
性
心
疾
患
を
抱
え
て
い
る

全
身
に
及
ぶ
症
状

　
「
感
染
性
心
内
膜
炎
の
予
防
と

治
療
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

で
は
、
感
染
性
心
内
膜
炎
は
、
弁

膜
や
心
内
膜
、
大
血
管
内
膜
に
、

細
菌
集
簇
を
含
む
疣ゆ
う
し
ゅ腫

を
形
成
し

て
、
菌
血
症
・
血
管
塞
栓
・
心
障

方
（
一
部
）
／
弁
膜
症
（
特
に
僧

帽
弁
閉
鎖
不
全
症
）
の
方
／
閉
塞

性
肥
大
型
心
筋
症
の
方
で
す
。
こ

の
病
気
の
原
因
は
、
こ
の
よ
う
な

“
ち
ょ
っ
と
し
た
心
臓
の
傷
”
が

付
き
や
す
い
方
が
高
い
リ
ス
ク
を

有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

体
の
状
態
や
、
い
つ
ど
ん
な
治
療

を
受
け
た
か
な
ど
、
病
歴
は
と
て

も
重
要
に
な
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
感
染
性
心
内
膜
炎
の
予

防
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
辻
医
師
）「
予
防
に
は
、
血
流

に
菌
が
入
っ
て
こ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
菌
が
入
り
や
す
い

処
置
・
手
術
に
は
、
出
血
し
た
り

根
尖
を
超
え
る
歯
科
手
技
、
人
工

物
を
植
え
る
開
心
術
、
耳
鼻
科
の

扁
桃
・
ア
デ
ノ
イ
ド
摘
出
術
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
に
皆
さ
ま
が
日
々
で
き
る

予
防
で
は
、
次
の
３
つ
の
内
容
が

柱
に
な
り
ま
す
。

1
知
る自

分
は
ハ
イ
リ
ス
ク
群
か
？

ど
ん
な
処
置
が
リ
ス
ク
か
？

害
な
ど
の
多
彩
な
臨
床
症
状
を
呈

す
る
全
身
性
敗
血
症
性
疾
患
で
あ

る
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

感
染
性
心
内
膜
炎
の
発
症
は
、

元
々
あ
っ
た
“
ち
ょ
っ
と
し
た
心

臓
の
傷き
ず
”
に
、
ど
こ
か
ら
か
入
っ

て
き
た
菌
が
付
着
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。“
ち
ょ
っ

と
し
た
心
臓
の
傷
”
と
は
、
弁
膜

疾
患
や
先
天
性
心
疾
患
、
人
工
弁

な
ど
の
異
物
で
す
。
こ
の
“
傷
”

を
も
っ
た
状
態
で
、
歯
科
や
耳
鼻

咽
喉
科
、
婦
人
科
、
泌
尿
器
科
な

ど
の
特
定
の
処
置
を
通
じ
、
一
過

性
に
菌
血
症
（
血
流
に
菌
が
い
る

状
態
）
と
な
っ
て
発
症
す
る
こ
と

2
知
ら
せ
る

適
切
な
医
療
機
関
の
受
診

診
療
時
に
病
歴
情
報
を
提
供

3
日
常
習
慣

歯
磨
き
を
行
な
う

爪
を
む
し
ら
な
い

ニ
キ
ビ
や
便
秘
の
ケ
ア
　
な
ど

　

基
本
的
に
、
感
染
性
心
内
膜
炎

は
そ
こ
ま
で
多
く
な
い
病
気
で
す

が
、
し
か
し
、
発
症
す
る
と
重
篤

に
な
り
え
る
病
気
で
す
。
病
気
の

特
徴
を
知
り
、
予
防
を
実
践
す
る

こ
と
で
、
自
分
の
身
を
守
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
重
篤
化

を
防
ぐ
た
め
に
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
」。

が
あ
り
ま
す
。

　

症
状
は
、
発
熱
／
全
身
倦
怠
感

／
食
欲
不
振
／
体
重
減
少
／
関
節

痛
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
病
気
に

限
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

多
く
は
、
菌
血
症
が
起
こ
っ
て
か

ら
、２
週
間
以
内
に
発
症
し
ま
す
。

進
行
す
る
と
、
細
菌
の
塊
が
全
身

に
飛
ん
で
塞
栓
症
を
起
こ
し
、
心

臓
の
弁
が
破
壊
さ
れ
て
、
心
不
全

症
状
な
ど
も
起
こ
り
ま
す
。

手
術
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
も

　

診
断
に
は
、
血
液
培
養
検
査
や

超
音
波
検
査
な
ど
が
行
な
わ
れ
、

治
療
で
は
、
抗
生
剤
が
投
与
さ
れ

ま
す
。
菌
が
弁
を
大
き
く
破
壊
し

て
心
不
全
が
持
続
し
た
り
、
心
臓

の
構
造
を
破
壊
し
て
伝
導
障
害
・

膿
瘍
・
瘻
孔
な
ど
の
心
内
合
併
症

が
あ
る
、
ま
た
は
菌
の
種
類
が
悪

性
（
真
菌
な
ど
）
の
場
合
に
は
、

手
術
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
菌
が
破

壊
し
た
弁
を
治
療
（
形
成
術
や
置

換
術
な
ど
）
し
、
術
後
も
抗
生
剤

投
与
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

心臓に“傷”

■ 弁膜疾患
■ 先天性心疾患
■ 人工弁などの異物

虫歯などの
処置によって
リスク高まる！

感染性心内膜炎

大和成和病院
心臓血管外科

辻 麻衣子 医師

　 

自
身
の
心
内
膜
炎
リ
ス
ク
を
知
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
善
の
予
防
策
を

大
和
成
和
病
院 

心
臓
血
管
外
科
　
辻 

麻
衣
子 

医
師

虫
歯
か
ら
も
発
症
す
る
心
臓
の
病
気
！

「
感
染
性
心
内
膜
炎
」を
解
説

神奈川県大和市南林間9-8-2

☎046-278-3911

中
央
林
間
駅

南
林
間
駅鶴
間

大和成和
病院50

小
田
急
江
ノ
島
線

南林間
入口

十一条
通り
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● お問合せ・資料請求・見学のお申込み

シニアレジデンス町田

０120 86 6534
【受付】９：００～１8：００

〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1-3-8
http://www.fureai-g.or.jp/s-residence/　　 HP

個別見学・資料請求、承り中！
自宅介護に限界を感じている方や、
遠方に住んでいる親御さまを近くに
呼び寄せたい方、早急にホームを
探さなくてはならない方などを対象に
見学会・相談会を随時、行なっております。
お気軽にお問合せください。（送迎は応相談） 相模原駅

多
摩
境
駅
コストコ

町田街道町田街道

橋本

JR横浜線

京
王
線

京
王
線 小山

ココ

自立～要介護の方、認知症を抱えている方や、人工透析・
胃ろう・在宅酸素が必要な方など、是非ご相談ください。（ （６５歳以上の全ての方入居対象 医療サポート 病院担当医の往診、各種予防接種、

緊急時や夜間の対応など

そのほかのイベントなどは、お気軽にお問合せください。

大人気！リハビリテーション
病院併設の利点を活かして、
月・木・金の週３回、
併設病院「ふれあい町田
ホスピタル」（医療法人社団康心会）から
作業療法士・理学療法士が
来館し、集団リハビリテーション
を実施しています。入居者に
人気の楽しいリハビリテーションとなっています。

シニアレジデンス町田
介護付有料老人ホーム

保健・医療・福祉・教育の「ふれあいグループ」運営の介護付有料
老人ホームなので、ホーム専属のケアマネジャーが入居者の状態に
合わせたケアプランを作成したり、夜間も含めて介護スタッフが
行なう介護サービスに定評があります。
また、同じ建物内にあるグループ病院「ふれあい町田ホスピタル」
には、毎日、当直医がいるので、夜間の緊急診療も可能です。
通院が難しい場合は、訪問診療（往診）も受けることができます。
２４時間３６５日、それぞれの方に必要な介護・医療サービスを
包括的に提供しながら、安心の生活をサポートしています。

保健・医療・福祉・教育の「ふれあいグループ」運営の介護付有料
老人ホームなので、ホーム専属のケアマネジャーが入居者の状態に
合わせたケアプランを作成したり、夜間も含めて介護スタッフが
行なう介護サービスに定評があります。
また、同じ建物内にあるグループ病院「ふれあい町田ホスピタル」
には、毎日、当直医がいるので、夜間の緊急診療も可能です。
通院が難しい場合は、訪問診療（往診）も受けることができます。
２４時間３６５日、それぞれの方に必要な介護・医療サービスを
包括的に提供しながら、安心の生活をサポートしています。

ロビー 中庭

安心感あるシニア　　　を貴方に
介護と医療が一体化された暮らしがここにある

　

○
…
綾
瀬
厚
生
病
院
の
循
環

器
担
当
の
一
医
師
と
し
て
着
任

し
、
今
年
で
35
年
。
10
年
程
前

に
院
長
、
昨
年
春
か
ら
は
名
誉

院
長
に
就
任
し
ま
し
た
。「
着

任
当
初
は
、
今
ほ
ど
診
療
科
も

な
く
、
な
ん
と
か
綾
瀬
の
中
核

病
院
と
な
る
よ
う
に
、
努
力
し

て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
支
え

も
あ
り
、
今
は
綾
瀬
市
内
の
唯

一
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
診
療

科
目
を
そ
ろ
え
、
地
域
に
必
要

な
医
療
を
常
に
提
供
で
き
る
よ

う
に
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
」。

　

○
…
出
身
は
九
州
・
熊
本

県
。
父
と
同
じ
内
科
医
の
道
に

進
ん
だ
理
由
を
「
内
科
は
、『
具

合
が
悪
い
』
と
い
う
際
に
、
ま

ず
受
診
す
る
“
入
口
”
の
診
療

科
で
あ
り
、
そ
の
後
、
手
術
な

ど
の
治
療
を
受
け
て
自
宅
療
養

に
な
る
と
、
再
び
内
科
が
担
当

す
る
の
で
、“
出
口
”
に
も
な

る
診
療
科
で
あ
る
こ
と
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
」。
外

来
を
週
５
日
も
担
当
す
る
姿
か

ら
、
現
場
を
最
重
要
視
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

○
…
同
院
は
、
救
急
搬
送
さ

れ
た
急
性
期
の
治
療
か
ら
、
リ

ハ
ビ
リ
を
行
な
う
回
復
期
、
慢

性
期
の
治
療
の
た
め
の
各
種
の

病
棟
や
、
産
婦
人
科
病
棟
、
外

来
で
は
内
科
の
ほ
か
眼
科
、
皮

膚
科
、
整
形
外
科
な
ど
多
く
を

そ
ろ
え
、
幅
広
い
世
代
に
医
療

を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
か
つ

て
私
は
小
児
科
も
担
当
し
て
い

た
の
で
、
そ
の
時
に
診
た
患
者

さ
ま
が
成
人
し
て
当
院
で
出
産

さ
れ
、
今
は
高
血
圧
で
通
院
さ

れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
ま
た
、
35
年
に
わ
た
っ

て
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
患

者
さ
ま
も
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
中
で
常
に
大
切
に
し
て
い

る
こ
と
は
、『
医
師
で
あ
る
自

分
の
診
療
方
針
を
し
っ
か
り
と

も
つ
』
こ
と
と
同
時
に
、『
こ

れ
で
本
当
に
い
い
の
か
』
と
い

う
“
も
う
一
人
の
自
分
”
を
置

き
、
客
観
的
に
自
分
の
医
療
を

戒
め
た
り
、
確
か
め
て
い
く
こ

と
で
す
」
と
真
摯
に
語
り
ま
す
。

こ
の
心
の
せ
め
ぎ
合
い
が
、
慢

心
す
る
こ
と
な
く
、
向
上
心
を

も
ち
続
け
、
そ
れ
が
信
頼
に
繋

が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

こ
の「
人
」に
聞
く

　
綾
瀬
で
築
い
た
35
年
の
信
頼
は

　
　
　
　
慢
心
し
な
い
意
識
の
賜
物

徳永 唯志 医師
 （とくなが ただし）　　　　

綾瀬厚生病院 名誉院長
【 内 科 】

綾
瀬
厚
生
病
院

あ
ら
ゆ
る
専
門
職
が「
生
活
習
慣
病
」を
サ
ポ
ー
ト

　

綾
瀬
市
の
唯
一
の
基
幹
病
院
で
あ
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」（
☎︎
０
４
６
７
・

７
７
・
５
１
１
１
）
に
は
、
内
科
の
ほ
か
、
多
く
の
診
療
科
目
が
そ
ろ
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
体
制
を
活
か
し
て
、
同
院
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
に
お

い
て
、内
科
を
中
心
と
す
る
チ
ー
ム
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
「
生
活
習
慣
病
」
と
は
、
高
血

圧
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
と
い
っ

た
日
々
の
生
活
習
慣
を
原
因
と
し

て
、発
症
す
る
病
気
の
総
称
で
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
症
、
虚
血
性
心

奨
励
な
ど
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣

を
無
理
な
く
“
修
正
”
し
て
い
き

な
が
ら
、
降
圧
薬
な
ど
の
処
方
も

併
用
し
、
患
者
に
寄
り
添
っ
た
診

療
方
針
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

■
糖
尿
病

　

糖
尿
病
の
治
療
を
長
く
担
当
し

て
い
る
上
杉
成
人
医
師
の
診
療
内

容
を
中
心
に
、
同
院
で
は
、
栄
養

科
な
ど
の
多
職
種
が
積
極
的
に
関

わ
り
、
チ
ー
ム
医
療
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。

　

飲
み
薬
は
、
一
人
ひ
と
り
の
状

態
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌

を
良
く
す
る
も
の
や
、
効
き
を
良

く
す
る
も
の
、
食
事
で
と
っ
た
糖

の
分
解
・
吸
収
を
遅
ら
せ
る
も
の
、

糖
の
排
泄
を
促
す
も
の
な
ど
、
細

か
く
選
択
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
す
注
射

や
、
イ
ン
ス
リ
ン
そ
の
も
の
を
外

か
ら
補
う
注
射
な
ど
も
扱
っ
て
い

ま
す
。

　

眼
科
を
設
置
し
て
い
る
病
院
で

疾
患
、
悪
性
腫
瘍
な
ど
が
該
当
し

ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、「
内
科
」

で
こ
の
生
活
習
慣
病
の
治
療
を
行

な
う
こ
と
の
ほ
か
に
、
健
康
診
断

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
予
防
を
含

め
た
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

■
高
血
圧

　

高
血
圧
が
関
係
す
る
病
気
に

は
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
腎
不

全
な
ど
の
重
篤
な
も
の
が
多
く
、

循
環
器
を
専
門
と
す
る
徳
永
唯
志

名
誉
院
長
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞

く
」
で
紹
介
＝
を
中
心
に
、
治
療

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

食
塩
制
限
だ
け
で
な
く
、野
菜
・

果
物
の
摂
取
や
、
適
度
な
運
動
の

あ
る
こ
と
か
ら
、
慢
性
合
併
症
の

予
防
に
も
精
力
的
で
あ
り
、
必
要

に
応
じ
て
眼
科
の
受
診
（
連
携
し

た
治
療
）
が
で
き
ま
す
。

■
栄
養
指
導

　

同
院
に
は
、
管
理
栄
養
士
（
国

家
資
格
）
が
所
属
し
、
抱
え
て
い

あなたの
生活習慣は
大丈夫？

あなたの
生活習慣は
大丈夫？

月 火 水 木 金

午
前

午
後

土 ACCESS

市立図書館

早川

東名高速道路

45
綾瀬大橋

入口

P 駐車場完備

綾瀬厚生
病院

綾瀬市役所城山
公園

8：3０～１2：００
13：3０～１6：３０

午前
午後

受
付内科・診療予定表

綾瀬厚生病院☎0467-77-5111
　神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

徳永唯志名誉院長 上杉成人医師 見上光平医師 ほか

担当医

る
病
気
に
応
じ
て
、
適
切
な
食
事

療
法
の
提
案
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
献
立
や
食
材
だ
け
で
な
く
、

食
べ
方
の
コ
ツ
や
調
理
時
に
お
け

る
工
夫
に
つ
い
て
も
、
丁
寧
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

■
健
康
診
断

　

生
活
習
慣
病
の
多
く
は
、
初
期

に
自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

自
分
で
は
気
付
き
に
く
い
も
の
で

あ
る
た
め
、健
康
診
断
の
受
診
は
、

体
の
状
態
を
検
査
数
値
な
ど
で
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
予
防
に
有

用
で
す
。
同
院
で
は
、
企
業
の
職

員
向
け
健
康
診
断
や
、
自
治
体
の

特
定
健
康
診
査
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。（
受
診
に
は
、
事
前
の

電
話
予
約
が
必
要
。）

 　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

同
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、「
当
院

で
は
、
医
師
・
看
護
師
・
管
理
栄

養
士
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
性
を

も
つ
職
種
が
連
携
し
て
、
皆
さ
ま

の
生
活
習
慣
の
改
善
、
ま
た
は
生

活
習
慣
病
の
症
状
改
善
の
た
め

に
、
効
果
的
な
治
療
内
容
や
、
食

事
・
運
動
療
法
の
提
案
を
し
て
い

き
ま
す
。
ご
自
身
の
体
が
心
配
な

方
や
、
最
近
体
調
が
優
れ
な
い

方
、
健
診
の
結
果
が
悪
か
っ
た
方

な
ど
、
お
気
軽
に
当
院
を
ご
受
診

く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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〒244-0806神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48東戸塚キャンパス
☎045-821-0115 
入試事務室（アドミッションセンター）

詳しい情報は、
湘南医療大学のホームページにて
ご確認ください。

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
・理学療法学専攻
・作業療法学専攻 医療薬学科

薬学部

（2021年４月開設）

湘南医療
大学

・薬学部校舎
・薬草園

横浜
新道

横浜
新道

マクドナルドマクドナルド
セブンイレブンセブンイレブン

郵便局郵便局

東急ストア東急ストア
西口西口  

東
海
道
線

横
須
賀
線

東
戸
塚
駅

※東戸塚駅までの所要時間  。
  （朝通学時間帯の目安）
    路線図 は一部を表示。

渋谷
36

品川
32

新宿
42分

東京
42

新横浜
30

横浜
8

東戸塚

町田
51

橋本
65

小田原
50

大和
37

二俣川
29

金沢文庫
32

上大岡
18

関内
17港南台

22

横須賀
35

久里浜
46

大船
9

藤沢
17

小
田
急
線

相鉄線

横浜線

東海道線

京急線

根岸線

横須賀線
湘南新宿ライン

東
横
線

分

分

分
分

分

分 分

分

分

分

分

分

分分

分

分

分 分

JR東戸塚駅徒歩12分

 
定員      の
少人数教育

 薬学部 薬学部
新設新設

１７病院＋５１保健福祉施設

臨床に強い薬剤師

１７病院＋５１保健福祉施設

臨床に強い薬剤師

　　　　　　　　の
バックアップの下、
　　　　　　　　を育成！

オープンキャンパス

130名

入試対策説明会

295 （土）

177
（土）

時　間

14：00 ～ 16：00
時　間

〈 2021年４月開設 〉〈 2021年４月開設 〉

　　保健医療学部 看護学科 リハビリテーション学科
　　薬学部 医療薬学科

湘南医療大学湘南医療大学

10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

時　間
10：00 ～ 15：00

266 （土）

７8 （土）６8 （金）

交通アクセス

2021年度 ２学部同時開催！

さ
が
み
野
中
央
病
院

　「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」オ
ー
プ
ン
！

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
設
置

リ
ハ
ビ
リ
専
門
病
棟
の
役
割
と
は

さ
ま
の
立
場
に
立
ち
、
人
間
性
を

尊
重
し
た
心
温
か
い
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門

分
野
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
外
の

内
容
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
る
た
め
に
、
当
院
で

は
、『
敷
居
の
低
さ
』
と
『
懐
の

広
さ
』を
大
切
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
第
一
に
、
患
者

さ
ま
を
中
心
に
、
ど
ん
な
状
況
に

お
い
て
も
、
お
互
い
に
人
と
し
て

リ
ス
ペ
ク
ト
（
敬
意
）
を
も
っ
て

接
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
患
者
さ

ま
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
、

お
も
て
な
し
の
心
と
真
摯
な
気
持

ち
で
病
気
に
取
り
組
み
、
病
人
を

癒
す
こ
と
、
第
三
に
、
プ
ロ
と
し

て
の
意
識
と
プ
ラ
イ
ド
を
も
っ

て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
る
こ

と
、
と
い
う
こ
と
を
、
ス
タ
ッ
フ

全
員
が
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　

海
老
名
の
ほ
か
、
県
央
エ
リ
ア

の
地
元
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
当
院
・
さ

が
み
野
中
央
病
院
に
、
是
非
ご
期

待
く
だ
さ
い
」。

容
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

院
長
よ
り
開
設
の
挨
拶

　
（
山
田
久
孝
院
長
）「
さ
が
み
野

中
央
病
院
は
、
こ
の
度
、
新
し
く

『
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室
』
と

『
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
棟
』
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

患
者
さ
ま
中
心
の
考
え
を
基
本
に

し
た
医
療
を
実
践
す
る
た
め
に
、

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
さ
ら
な
る
努
力

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
患
者
さ
ま
の
満
足
度

の
高
い
『
か
か
り
つ
け
病
院
』
を

目
指
し
て
い
ま
す
。『
患
者
さ
ま

と
の
距
離
が
近
い
、
担
当
者
の
顔

が
見
え
る
医
療
』
を
テ
ー
マ
に
、

外
来
は
も
と
よ
り
入
院
で
の
検
査

や
治
療
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
中
心
に
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
ス
タ
ッ
フ
は
、
医
療
技
術
の

進
歩
に
対
応
し
、
新
た
な
技
術
の

習
得
を
目
指
す
と
同
時
に
、
患
者

全
て
が
「
リ
ハ
ビ
リ
」
に
な
る

　

今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
「
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」は
、

大
腿
骨
頚
部
骨
折
や
脳
血
管
疾
患

な
ど
の
大
き
な
け
が
や
病
気
を
し

て
手
術
な
ど
の
治
療
を
行
な
い
、

急
性
期
を
脱
し
た
人
が
、
ま
だ
医

学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
た
場
合

に
、
多
職
種
が
関
わ
っ
た
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
限
定
さ
れ
た

期
間
に
集
中
的
に
受
け
、
心
身
と

も
に
回
復
し
た
状
態
を
取
り
戻
し

て
い
く
こ
と
に
特
化
し
た
専
門
病

棟
で
す
。
理
学
療
法
士
や
作
業
療

法
士
が
、
実
際
の
生
活
場
面
を
想

定
し
た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
を
行
な
い

ま
す
。

　

特
に
さ
が
み
野
中
央
病
院
で

は
、１
日
の
あ
ら
ゆ
る
行
為
を「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
考
え
た

実
生
活
さ
な
が
ら
の
実
践
的
な
内

県
央
の
各
エ
リ
ア
か
ら
来
院

　
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
」
は
、

地
域
に
根
差
し
た
医
療
の
提
供
を

モ
ッ
ト
ー
に
、海
老
名
市
の
ほ
か
、

綾
瀬
市
、
座
間
市
、
大
和
市
、
横

浜
市
瀬
谷
区
な
ど
か
ら
も
近
い
立

地
を
活
か
し
、
地
元
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
寄
り
添
っ
た
診
療
を
行
な
っ

て
い
る
病
院
で
す
。

　

診
療
科
目
に
、「
内
科
」「
外
科
」

「
整
形
外
科
」「
皮
膚
科
」「
泌
尿

器
科
」「
呼
吸
器
内
科
」
な
ど
を

そ
ろ
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
専

門
診
療
で
は
、「
骨
粗
鬆
症
専
門

外
来
」「
内
視
鏡
検
査
」
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷
６
の
20
の
20
）
は
、今
年
４
月
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
病
棟
で
あ
る
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
」
を
開
設
し
ま

し
た
。
山
田
久
孝
院
長
の
挨
拶
の
ほ
か
、同
院
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　
〈
取
材
協
力
〉

社
会
復
帰
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
疾
患
や
条
件
が
規
定

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
で
は
、【
脳
血
管
疾
患

（
脳
梗
塞
・
脳
出
血
な
ど
）
で
は

１
５
０
日
】な
ど
と
い
う
よ
う
に
、

対
象
疾
患
の
内
容
や
条
件
、
入
院

期
間
が
国
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

入
院
に
は
、
専
門
の
医
師
に
よ

る
診
断
が
必
要
に
な
る
の
で
、
必

ず
こ
の
病
棟
を
有
す
る
病
院
の
医

師
や
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に

相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

面
で
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
人
が
、

集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
受
け
る
専
門
病
棟
で
す
。

効
果
の
高
い
期
間
に

　

多
く
の
専
門
職
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
回
復
期
と
呼
ば
れ
る
リ
ハ
ビ

リ
効
果
が
高
い
時
期
に
、
そ
の
患

者
一
人
ひ
と
り
に
必
要
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
心
身

と
も
に
回
復
し
た
状
態
で
退
院
、

が
や
病
気
を
発
症
し
、
治
療
に

よ
っ
て
急
性
期
を
脱
し
て
も
、
ま

だ
医
学
的
・
社
会
的
・
心
理
的
な

　
「
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
」
と
は
、
脳
血
管
疾
患
ま

た
は
大
腿
骨
頚
部
骨
折
な
ど
の
け

さがみ野中央病院
山田 久孝 院長

自宅 施設

退院

回復期

急性期

回復期
リハビリテーション病棟

！高

リハビリ効果

発症

さがみ野中央病院
☎046-233-5110

さがみ野駅
南口

マルエツ

東柏ヶ谷

相模
  大塚相鉄線

ココ

246

P

さがみ野駅徒歩５分
駐車場
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お問合せ
綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中1-4-16

ＱＲコード

当院ホームページにて、事前に
オンラインの方法をご確認ください。
インターネット上で無料参加ができます。

便利な
ＱＲコードで

受講方法は必ず事前にご確認ください
　さまざまな呼吸器症状を引き起こす
「タバコ」。肺に及ぼす影響を改めて
お話しするとともに、喫煙と新型コロナ
ウイルス肺炎との関係性について、呼
吸器の専門医としての立場から、皆さ
まにお話しいたします。

タバコは新型コロナ肺炎の重大リスクです。 ～喫煙のリスクと　新型コロナへの影響を解説！～

参加無料参加無料オンライン医学講座
日 時

会 場 インターネット配信により各ご自宅で
講 

師

綾瀬厚生病院
内科

見上 光平 医師
５月24日（月）14：00～15：00

アクセス

お問合せ
ふれあい町田ホスピタル
☎042-798-1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1-3-8

多摩境駅・南大沢駅・相模原駅から
無料シャトルバス

小山

相模原駅

多
摩
境
駅

コストコ

町田街道

ふれあい
町田

ホスピタル

北口

橋本

JR横浜線

京
王
線

会場では、消毒や検温、
マスク着用、常時換気など
にご理解をお願い致します。

感染症対策を講じて開催します！

　シリーズでお伝えしている「新型コロナ
ウィルス感染症の対策と予防について」の
今回は、ワクチンを中心にお話しします。
予防・検査・治療をしっかりと学び、正しい
知識を身に付けて、安全に予防しましょう。

新型コロナウィルス感染症の対策と予防について ～ワクチンとは～

医学講座 参加無料参加無料

５月29日（土）13：00～14：00日 時

会 場 ふれあい町田ホスピタル １階 会議室
講 

師

ふれあい町田ホスピタル
呼吸器内科

小林 信之 院長

訪
問
看
護
は
医
療
と
介
護
の
橋
渡
し
も

綾
瀬
市
内
で
の
自
宅
療
養
は

あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
任
せ
を
！

た
い
と
い
う
願
い
が
叶
え
ら
れ
る

よ
う
に
、
関
係
あ
る
職
種
（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
士
、
理
学
療

法
士
な
ど
）と
も
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
良
い
自
宅
療
養
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
診
療
に
対
応
し
て
い
る

『
か
か
り
つ
け
医
』
を
お
探
し
の

場
合
も
、
是
非
私
た
ち
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
状
況
を
し
っ
か
り
と

判
断
し
、
最
適
な
『
訪
問
か
か
り

つ
け
医
』
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
」。　　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

診
や
入
院
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
対

象
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
乳
児

か
ら
、
看
取
り
が
必
要
な
高
齢
者

ま
で
、幅
広
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
は
、
利
用
者
に
対
し
、

定
期
訪
問
の
ほ
か
、
24
時
間
体
制

で
訪
問
を
可
能
に
し
て
い
る
看
護

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
事
業
所
に
隣
接

し
て
い
る
「
綾
瀬
厚
生
病
院
」
と

連
携
し
て
い
る
の
で
、
緊
急
の
受

　

綾
瀬
市
に
あ
る
「
あ
や
せ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」（
☎︎
０
４
６
７
・
７
８
・
１
１
３
２
）
で
は
、
乳

児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
看
護
を
必
要
と
し
て
い
る
自

宅
療
養
者
に
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

し
た
方
が
良
い
か
、
救
急
車
を
呼

ん
だ
方
が
良
い
か
の
相
談
な
ど
に

対
応
）。

　

訪
問
看
護
師
は
、
医
療
ケ
ア
だ

け
で
な
く
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
も
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
多

く
、
利
用
者
の
状
態
に
よ
っ
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
場
合

は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
の
手
配
等
の
提
案
を
行

な
い
ま
す
。

　

訪
問
看
護
が
地
域
で
果
た
す
役

割
は
大
き
く
、
医
療
と
介
護
の
実

質
的
な
「
橋
渡
し
」
も
行
な
っ
て

い
る
の
で
す
。

者
の
看
護
的
支
援
を
し
ま
す
。

夜
間
診
療
や
ヘ
ル
パ
ー
の
判
断

　

訪
問
看
護
で
は
、「
医
療
保
険
」

ま
た
は
「
介
護
保
険
」
が
利
用
で

き
ま
す
。

　

訪
問
す
る
の
は
、
看
護
師
の
資

格
を
も
つ
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
訪

問
先
で
は
、
利
用
者
の
身
体
状
況

を
把
握
し
、適
切
な
処
置
や
計
測
、

ケ
ア
を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
の
緊
急
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を

判
断
し
た
り
、
夜
間
の
場
合
は
、

電
話
対
応
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
（
夜
間
帯
受
診
を

　

病
気
や
障
害
が
あ
っ
て
も
、「
住

み
慣
れ
た
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
」

と
い
う
思
い
は
、
当
然
の
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

そ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
専
門

的
に
行
な
っ
て
い
る
の
が
、「
訪

問
看
護
」
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
自
宅

な
ど
の
住
ま
い
に
訪
問
し
、
利
用

そ
の
都
度
、最
適
な
サ
ー
ビ
ス
を
相
談
す
る

ヘルパーは必要？

医療的措
置は？

綾瀬市を中心に

訪問エリアは応
相談！

訪問看護は

にご相談を！

あやせ訪問看護
ステーション

☎0467（78）1132
車で
お伺い
します♪

    

大
好
き
な
自
宅
で

  　
安
心
し
て
療
養
し
て
ほ
し
い

　

担
当
の
訪
問
看
護
師
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
綾
瀬

市
に
お
住
ま
い
の
方
に
と
っ
て
、

頼
れ
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
目
指
し
、
私
た
ち
は
日
々
、
利

用
者
さ
ま
お
一
人
お
ひ
と
り
に
寄

り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

病
気
な
ど
を
抱
え
て
い
て
も
、

住
み
慣
れ
た
綾
瀬
で
暮
ら
し
続
け

「あやせ訪問看護ステーション」にて

女
性
に
多
い
指
先
の「
し
び
れ
」に
注
意
を
！

　
　
そ
の
指
の
し
び
れ
・痛
み
は

　
　
　  「
手
根
管
症
候
群
」か
も
し
れ
ま
せ
ん

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル  

小
竹
森 

一
浩 
医
師

運
動
）
な
ど
に
大
き
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
正
中
神
経
が
、
手
根
管
の

中
で
何
ら
か
の
原
因
で
圧
迫
さ
れ

る
と
、
痛
み
や
し
び
れ
を
起
こ
し

て
、
つ
ま
み
動
作
が
し
づ
ら
く
な

る
の
で
す
。
こ
の
障
害
が
『
手
根

管
症
候
群
』
で
す
。

　

指
先
の
し
び
れ
や
痛
み
、
手
の

違
和
感
で
お
困
り
の
方
は
、
当
院

を
ご
受
診
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り

と
診
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１

分
に
お
け
る
手
の
ひ
ら
側
の
知
覚

（
触
っ
た
感
じ
や
痛
み
、
冷
た
さ

な
ど
の
感
覚
）
の
ほ
か
、
親
指
を

小
指
に
く
っ
つ
け
る
動
き
（
対
立

そ
し
て
、
手
の
甲
側
と
手
の
両
側

は
『
手
根
骨
』
と
い
う
骨
に
、
手

の
ひ
ら
側
は
『
横
手
根
靭
帯
』
と

い
う
靭
帯
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
手
根
管
の
中
に
は
、
指

を
屈
曲
さ
せ
る
腱
が
９
本
あ
り
、

『
正
せ
い
ち
ゅ
う中

神
経
』も
通
っ
て
い
ま
す
。

幅
が
４
～
５
㎜
程
度
の
扁
平
な
形

の
神
経
で
、
横
手
根
靭
帯
の
す
ぐ

下
を
通
っ
て
い
ま
す
」

管
の
中
で
圧
迫
さ
れ
る

　
（
続
く
）「
正
中
神
経
は
、
親

指
・
人
差
し
指
・
中
指
・
薬
指
半

手
首
に
腱
や
神
経
が
集
中

　
（
小
竹
森
医
師
）「
手
に
は
、
手

首
辺
り
に
、『
手
根
管
』
と
い
う

扁
平
な
管
が
あ
り
ま
す
。
幅
２
～

２
．
５
㎝
ほ
ど
の
ト
ン
ネ
ル
状
の

も
の
で
、
手
の
ひ
ら
側
に
位
置
し

て
い
ま
す
（
手
の
大
き
さ
な
ど
に

応
じ
て
個
人
差
が
あ
り
ま
す
）。

　

ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル
に
は
、「
整
形
外
科
」
の
担
当
医
が
複
数
在
籍
し
、

各
医
師
は
骨
折
な
ど
の
一
般
外
傷
の
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
診
療
も
行
な
っ
て

い
ま
す
。
今
回
は
、手
の
専
門
性
を
有
す
る
小
竹
森
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

向
に
あ
り
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
期
、
更
年
期
が
多
い

　

原
因
は
不
明
で
あ
り
、
多
く
が

特
発
性
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
妊
娠
・
出
産
期
や
更
年
期
の

女
性
に
生
じ
る
こ
と
が
多
い
の
が

特
徴
で
す
。

　
「
し
ば
ら
く
す
れ
ば
、
良
く
な

る
だ
ろ
う
」
と
安
易
に
考
え
て
そ

の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
て
、
趣
味

の
裁
縫
が
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

洋
服
の
ボ
タ
ン
が
か
け
ら
れ
な
く

な
り
、
紙
幣
や
箸
も
掴
め
な
い
と

い
っ
た
状
態
に
ま
で
悪
化
し
、
日

常
生
活
に
困
難
を
来
す
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
受
診
す
る
と
い
う
パ

タ
ー
ン
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

自
分
で
は
些
細
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
も
、
早
め
の
診
察
と
適
切

な
治
療
を
受
け
て
い
れ
ば
、
症
状

が
改
善
、
ま
た
は
完
治
で
き
る
病

気
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
体
の

不
調
は
自
己
判
断
せ
ず
、
医
師
に

診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

手
根
管
症
候
群
と
は

　

手
根
管
症
候
群
は
、
初
期
は
、

人
差
し
指
（
示
指
）
や
中
指
に
痛

み
や
し
び
れ
が
出
ま
す
。
し
か
し

最
終
的
に
は
、
親
指
（
母
指
）
か

ら
中
指
に
か
け
て
と
、
薬
指
（
環

指
）
の
中
指
側
の
、
３
本
と
半
分

の
指
に
し
び
れ
が
出
て
き
ま
す
。

　

痛
み
や
し
び
れ
は
、
明
け
方
に

強
く
出
る
こ
と
が
多
く
、
目
が
覚

め
る
と
手
が
し
び
れ
て
い
る
、
と

い
う
具
合
に
な
り
ま
す
。
こ
の
症

状
は
、
手
を
振
っ
た
り
、
指
を
曲

げ
伸
ば
し
す
る
と
、
緩
和
す
る
傾

「
手
の
し
び
れ
ぐ
ら
い
、
我
慢
す

れ
ば
大
丈
夫
」と
考
え
て
い
る
と
、

症
状
が
悪
化
し
て
、
次
第
に
親
指

と
人
差
し
指
な
ど
の
手
先
を
使
う

作
業
が
、
困
難
に
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

手
の
神
経
障
害
の
可
能
性

　

指
先
が
し
び
れ
た
り
、
指
の
痛

み
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
そ
の
症
状
は
、「
手
根
管
症

候
群
」
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

手
の
付
け
根
（
手
首
の
辺
り
）
で
は
、「
手
根
管
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ン
ネ
ル
状

の
管
の
中
で
、
指
先
ま
で
通
る
神
経
や
腱
が
混
み
合
っ
て
い
ま
す
。
神
経
が
圧
迫

さ
れ
る
と
、
指
先
の
痛
み
と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

手の付け根付近のイメージ

手根管症候群の症状
主な

明け方に
強いしびれや
痛みを生じる

手を振ったり
指を曲げ伸ばし
すると楽になる

細かいものが
つまめない、
縫い物がしずらい

ふれあい町田ホスピタル
整形外科 部長

小竹森 一浩 医師

手根管
しゅこんかん

手根骨横手根靭帯

せいちゅうしんけい
正中神経

親
指

人
差
し
指

中
指

薬
指小

指

取材協力
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